
       

 

【校訓】 健康 誠実 協力 

子どもも職員も、楽しく笑顔あふれる龍田小学校をつくろう  

～人と言葉と命を大切に 気づき考え実行しよう～ 

6 月は、熊本市・県で「心のきずなを深める月間」に取り組みます。 

趣旨は、①学校・家庭・地域が互いの役割と責任を強く自覚して日頃からのいじめの未然防止を 

推進する。 

② 子どもたちが自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、豊かな人間性を身につ

け、子ども一人一人が命を大切にし、安心して生活できる学校を作る、となっていま

す。 

龍田小でも学校教育目標を「子どもも職員も、楽しく笑顔あふれる龍田小学校をつくろう～人と言

葉と命を大切に・気づき考え実行しよう～」とし、取り組んでいきます。 

 

今日の全校朝会では、以下のような話をしました。 

今年の龍田小学校の目標は・・・そう、「子どもも職員も、楽しく笑顔あふれる龍田小学校をつくろ

う」ですね。その目標を達成するために、「人と言葉と命を大切に・気づき考え実行しよう」を頑張り

ます。 

今日はこれからの小学校での暮らしの中で絶対に忘れてほしくないことについてお話をします。自

分ならどうするか考えながら見てください。 

 

（1 人が友達をいじめている）   この絵を見てください。どう思いますか。 

（2 人目もいじめている）     こんな人もいます。どう思いますか。 

（ひそひそ話をしている）     こんな人もいました。どう思いますか。 

（知らんふりをしている）    こんな人もいました。どう思いますか。 

（いじめはダメだと言っている） この人の行動はどうでしょうか。 

 

赤丸の人たちはすべていじめにかかわっています。直接打ったり蹴ったりしていなくても、周りで

笑っていたり、知らんふりをしていればそれはいじめと同じです。 

 

どうしていじめは起きるのでしょう。私は自分と友達の違いを認めることができないことが原因」

だと思っています。例えば、 

「〇〇さんの笑い方って変だよね？」「うんうん。僕もそう思う。」のような。 

人は顔も違えば性格も違います。好きなものもくせも違います。自分ではどうしようもないこと

や、人とは違って見えるように感じられるものがあります。でも自分と違うからといってそれを悪く

言っていると次第にエスカレートしていきます。みんなが言っているから自分も言っていい。言いた
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くないけど言わないと自分も言われそう・・・のように。 

 

人をけなしてできる仲間なんて仲間じゃありません。ましてや友達には決してなれません。いじめ

は決して許されないことです。 

みなさんは、日ごろ、お友達にどんな言葉をかけていますか？もし、自分がお友達に言われて嫌だ

なあ、傷ついたなあと感じた時は、もしかすると自分もお友達にそのような言葉をかけているのかも

しれません。 

そうならないように、「ふわふわことば」をたくさん使うのは大事です。例えば「ありがとう」「ご

めんなさい」「お先にどうぞ」「いっしょに やろう」等々。 

これらは、正しく優しい心を持った言葉です。 

この写真を見てください。発表者の顔をみんな真剣に見ています。話し合いをするとき、その人の

顔を見るのは大切なことです。思いやりですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの写真は、笑顔で話し合ったり歌ったりしています。正しく優しい言葉を使っているので、

笑顔で話し合いができています。 

 

６月は、「心のきずなを深める月間」です。龍田小では、これからも「人と言葉と命を大切に」した

いと思います。また、いじめに気付き、どうすればいじめがなくなるのか考え、実行していきましょ

う。そうして「子どもも職員も、楽しく笑顔あふれる龍田小学校」にしていきたいと思います。 

 


